
 

 

 

 

 

 

 

第７４回国民体育大会冬季大会の幕が下りる。 
 北海道釧路市（スケート・アイスホッケー競技）、札幌市（スキー競技）で行われた熱戦は１７日に幕を下ろした。
すべての競技が終了し、現在の福岡県の順位及び得点は以下のとおり。 
 
◆第７４回国民体育大会冬季大会都道府県総合成績一覧より（スケート・アイスホッケー・スキーを含めた成績） 

 天皇杯（男女総合成績） 皇后杯（女子総合成績） 

都道府県順位 １７位 ９位 

得点 ９６点 ６３点 

そしてステージは茨城へ・・・ 
 表 1 は、第７４回冬季国体終了時点での上位１８県及びラ
イバル２県の得点一覧。表 2 は、７３回福井国体の得点。そ
して、表 3 は、７４回茨城国体において、各県が７３回福井
大会の得点を獲得したと仮定した場合の総合得点と順位であ
る。シミュレーションではあるが、本県は８位となった。し
かし、現実はそんなに甘いものではない。やはり茨城国体に
おいても、「１５００点以上の獲得」を目指すことが、８位
以内入賞を果たす最低条件となるだろう。更に、赤塗りの４
県については、ライバル県でもあり、茨城でも激戦が予想さ
れる。特に、茨城県は開催県でもあり、天皇杯争いをするこ
とが予想されるだろう。また、次年度開催県が、ここ数年８
位以内に食い込んでいることから、鹿児島県は確実に強化し
てくるだろう。しかし、勝負は始まったばかりである。 
北海道で戦った選手の想いは力となり、茨城で戦う選手を

後押しする。今後、TEAM FUKUOKAの戦いは加速していく。 
 

ミニコラム 
今大会のスキー競技大会は、九州大学に所属する選手が６

名出場した。中でもジャイアントスラロームに出場した中野
翔太選手は以下のコメントを送ってきてくれた。優秀な指導
者からは、「素直さ」は「競技力向上の必須要素」であると
よく耳にする。中野選手のような素直な競技者と出会えたこ
とが嬉しくもあり、今後の彼のパフォ
ーマンスの伸びが楽しみだ。 

【中野選手】 

ＨＰ「ふくおかスポネット」でもニューズレターを配信しております。ぜひご覧ください。 

作成者：福岡県選手強化推進実行委員会事務局〔福岡県教育庁教育振興部体育スポーツ健康課〕 
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得点合計 順位

1416.25 9

1164.5 12

1234 11

701.5 20

829.25 16

2231 2

1625 7

792 18

765.5 19

1830.5 4

1331.5 10

1662.5 6

915.5 14

864.5 15

2851.5 1

799 17

1441 8

1841 3

1707.5 5

1041 13

74回冬季
＋

73回本国体

順位 都道府県 得点合計 昨年比

1 北海道 441 9

2 長野 368.5 -69

3 茨城 172 114

4 青森 165 9

5 山形 152 12

6 東京 146 -15

6 神奈川 146 14

8 秋田 144.5 4.5

9 新潟 138 -27

10 埼玉 136 5

11 兵庫 120 19

12 愛知 118 -25

13 岩手 115 -24

14 群馬 104 18.5

15 福井 100.5 -44.5

16 山梨 100 -4

17 福岡 96 -27

18 大阪 91 -39

28 千葉 44 -1

43 鹿児島 20 0

第７４回冬季国体終了時点での
男女総合得点一覧

７３回
本国体

得点合計

975.25

796

1062

536.5

677.25

2085

1479

647.5

627.5

1694.5

1211.5

1544.5

800.5

760.5

2751

699

1345

1750

1663.5

1021

表 1 表 2 表 3 


